




― 少年非行の現場から ― 















































った。現在，小中学校に通う生徒たちも，せいぜい 4 世代目か 5 世代目であ
り，この町で生まれ育った私の目から見ると“あの家の孫か”となり，曽祖父
母は誰か，と言う事まで時には分かることがある。  
































































は，ヤクザ A 会一家の親分 M の家があり，Z 家はこの系列にあるとも言わ
れていた。 
 家族は男子ばかり 6 人兄弟の 8 人家族であるである。今は 20 代半ばにな




























































持を得た。ところが，3 年生のキャップテンがなんと Y を支持したのである。
顧問の先生が K に意向を問うと，やりたくないとの返事が返ってきた。次に
Y に問うと，やりたいとの返事が返ってきた。顧問は，では Y がやれ，とそ
の場で即決した。 
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 Y が定時制高校に通って半年過ぎた 10 月のある日，中学校へ行くと，部
































 私は，この家族と対決する今がチャンスだと思ったのである。幸い Y は，


























































































1 年 4 ヶ月の後，昨年 3 月末に良好解除とした。 







の Z 家との対決は成功したといってもよいと思われる。Y との最終面接を Z













 さて私は，"地の塩“には到底成り得ないが，Y の保護観察を通じて Z 家に
影響力を持った者としては"地回り”のような存在なのかもしれない。四男の
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してもいたのである。 








 もっとも仕上がりが早いと懸念されていた X は，学校から推薦を受けて臨
んだ，都の次世代を背負うヤングアスリートの最終選考をもクリアーして 20
名のメンバーに選出され，先生方の指示もよく通るようになり，問題児の列
から抜け出ている。特に、運動会ではリーダーを立派につとめ、その実力を
遺憾なく示してくれた。野球部ではキャプテンとして部活を引き締めている。 
授業にも真面目に取り組み、彼の変身が学校の変化にも結びつつある状況が 
生まれている。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
